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なばり市議会だより
令和5年5月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

　名張市議会では「いずる議会」として、全
市民を対象に議会活動の報告や懇談を行う
「議会報告会」を昨年11月に開催しました。

　また、「地域版議会報告会」を地域からの要
望に応じて随時開催し、地域課題等について
多くのご意見・要望をいただいています。

　これらは、全議員で共有し、所管の委員会
等で必要な調査を進め、課題の解決・改善に
向けた政策提案等へつなげていきます。

　また、いただいたご意見を報告書に取りま
とめ、3月30日木に議長から市長に提出し、
報告書の内容を検証するとともに、市民の声
を市政運営に反映させるよう求めました。

いただいたご意見・質問、それ
に対する返答などはこちらの
ＱＲコードから

名張市議会Ｎｅｗｓ

通年議会の導入
　本年度より名張市議会は通年議会を導入し
ました。
  これまで、議会を開くには市長の招集手続
きが必要でしたが、議長の判断
により、いつでも本会議を開く
ことができるようになりまし
た。
  これにより、議会主導で、機
動的・弾力的な議会運営を行う
ことが可能になります。

会　期

招　集

専決処分※

委員会

年４回（３・６・９・１２月）定
例会を開催し、会期は概ね１ヶ月。
その他の期間は閉会中となる。

議会を開くには市長の招集手続きが
必要であるため、迅速な議会対応が
難しい。

閉会中で、緊急を要する場合、市長
は専決処分を行うことができ、議会
へは事後報告となる。

会期中のみ活動可能であり、閉会中
の活動には議決が必要。

定例会の開催を年１回とし、会期
は概ね１年。

議長の判断により、必要に応じて、
いつでも本会議を開くことができ
る。

閉会期間がないため、原則、専決
処分がなくなり、議会で十分な審
議を行うことができる。

年間を通して活動が可能。

これまで 通年議会

※本来は議会の議決が必要な事件を、時間的に議会の招集を待てない緊急時などに、行政運営の滞りを防ぐため、 
例外的に市長が議会の議決に代わり意思決定すること。

6月6月6月
議会の日程 ※予定を変更する場合があります。
開会時間は午前 10時からです。全ての本会議（委員会
を除く）をCATVで生中継！
なお、YouTube では右記の会議全てを生配信し、過去
の会議も視聴できます。

6月9日金
15日木
16日金
19日月
20日火

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算

21日水
22日木
23日金
28日水

総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

ご意見・ご要望をお待ちしています  議会広報特別委員会（ 議会事務局　 63‐7834　　64‐8870　　 gikai@city.nabari.lg.jp  ）

北川市長（写真右）に報告書を提出する福田議長（中央）と吉住副議長（左）
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AQ＆ 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。令和 5年 3月定例会一般質問

幸
松
孝
太
郎  

議
員

無
会
派

観
光
で
名
張
を
元
気
に
す
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
観

光
客
が
宿
泊
し
、
土
産
物
を
買
い
、
市
内
で
の
飲
食

が
必
要
で
あ
る
。
新
観
光
戦
略
の
観
光
消
費
を
拡
大

す
る
た
め
の
取
組
を
問
う
。

観
光
消
費
を
拡
大
す
る
取
組
は

Q今
後
４
年
間
は
、
観
光
消
費
の
拡
大
を
最
重
要
テ
ー

マ
と
し
、
新
た
な
観
光
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
赤
目
滝
で
の
瞑
想
、
ヨ
ガ
、
滝
打
た
れ
の
体

験
宿
泊
や
本
格
的
な
忍
者
修
行
体
験
宿
泊
プ
ラ
ン
な

ど
、
そ
こ
で
し
か
体
験
で
き
な
い
付
加
価
値
の
高
い

観
光
商
品
を
開
発
し
、
観
光
分
野
で
の
消
費
が
市
内

事
業
者
や
生
産
者
な
ど
に
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

新
た
な
商
品
開
発
に
取
り
組
む

A 山
下 

登 

議
員

自
由
ク
ラ
ブ

全
国
の
自
治
体
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
。
市
と
し
て
の
今
後
の
計
画
を
問
う
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
活
用
を
問
う

Q
環
境
整
備
を
進
め
る

A

動   画
1:14:47

動   画
0:15:07

川
合 

滋  

議
員

喜
働伊

賀
市
が
中
心
市
の
定
住
自
立
圏
構
想
に
本
市
も
参

加
す
る
こ
と
で
伊
賀
盆
地
の
複
眼
と
な
り
周
辺
市
町

と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ｗ
ｉ
ｎ
‐

ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
で
協
力
す
る
こ
と
が
市
民
の
幸
せ
と

発
展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

定
住
自
立
圏
構
想
へ
の
参
加
は

Q伊
賀
地
域
は
昭
和
44
年
に
県
内
初
の
広
域
市
町
村
圏

の
圏
域
指
定
を
受
け
た
背
景
も
あ
り
、
伊
賀
市
は
最

大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。ご
み
処
理
、消
防
、病
院
、

観
光
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
の
積
極
的
な
連
携

や
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。
相
互
補
完
や
広
域
的
な
関

係
性
づ
く
り
、重
層
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

伊
賀
市
は
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー

A

動   画
0:10:40

小
林 

勝  

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

現
在
、
引
堤
工
事
中
の
名
張
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

地
に
観
光
の
拠
点
と
地
域
公
共
交
通
の
拠
点
を
設
け

る
事
で
、
市
内
の
観
光
周
遊
と
市
民
の
公
共
交
通
の

要
と
し
て
の
活
用
を
求
め
る
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
活
用

Q名
張
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
地
の
活
用
に
つ
い
て
は

思
い
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
整
備
手
法
な
ど
は
未
定

だ
が
、
多
く
の
市
民
が
憩
い
、
観
光
及
び
市
内
循
環

の
交
通
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
名
張
市
街
地
や
駅
前
周
辺
へ
の
回
遊
性
を

高
め
、
地
域
活
性
化
と
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
ベ
く

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

事
業
を
活
用
し
取
組
を
進
め
る

A

動   画
1:10:12

三
原 

淳
子  
議
員

日
本
共
産
党

小
学
校
の
給
食
は
自
校
方
式
で
、
学
校
給
食
の
概
要

に
従
い
、
伊
賀
米
を
使
用
し
、
お
か
ず
は
朝
に
届
い

た
食
材
で
出
汁
か
ら
と
り
、
加
工
食
品
は
使
っ
て
い

な
い
。
中
学
校
給
食
も
同
様
に
実
施
す
る
の
か
。
中

学
校
給
食
を
早
期
に
実
施
し
、
地
産
地
消
を
進
め
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
と
農
業
の
継
承
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
有
機
農
業
の
推
進
を
求
め
る
。

中
学
校
給
食
の
食
材
等
は

Q中
学
校
給
食
も
名
張
市
学
校
給
食
の
概
要
に
従
っ
て

実
施
す
る
。
方
式
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
。

有
機
農
産
物
の
給
食
へ
の
活
用
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
協
議
会
の
立
上
げ
を
検
討
す
る
。

小
学
校
と
同
様
に
実
施
す
る

A

富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党

国
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
行
政
手
続
き
の
簡
素
化

を
目
指
し
て
い
る
。
市
の
課
題
と
取
組
状
況
を

問
う
。 デ

ジ
タ
ル
の
活
用
に
つ
い
て

Q利
用
率
の
高
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
で
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
ケ
ン
コ
ー
マ
イ
レ
ー
ジ
、
ご
み
収
集
分
別

情
報
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
待
機
児

童
、
一
時
保
育
、
施
設
や
検
診
な
ど
の
予
約
を

電
子
申
請
で
も
で
き
る
よ
う
可
能
な
手
続
き
か

ら
進
め
、
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
目

指
す
。
不
在
者
投
票
用
紙
の
電
子
申
請
は
、
４

月
の
統
一
地
方
選
挙
よ
り
実
施
す
る
。

可
能
な
手
続
き
の
推
進

A

動   画
3:14:42

木
平 

秀
喜  

議
員

自
由
ク
ラ
ブ

令
和
4
年
9
月
13
日
に
掲
載
さ
れ
た
新
聞
記
事
で

は
、課
税
誤
り
『
平
家
と
二
階
建
て
を
誤
っ
て
評
価
、

現
況
は
昔
か
ら
二
階
建
て
』
と
あ
り
、
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
か
ら
既
に
半
年
が
経
過
し
て
い
る
。
課
税
誤

り
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
新
聞
社
に
対
し
て
記
事
の

修
正
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。『
ず
さ
ん
な
課

税
手
続
き
』
と
い
う
写
真
入
り
の
大
き
な
記
事
が
出

た
が
な
ぜ
放
置
し
て
い
る
の
か
。

課
税
誤
り
の
新
聞
記
事
を
問
う

Qど
の
よ
う
な
意
図
で
そ
の
記
事
を
書
か
れ
た
の
か

は
、
話
を
聞
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
が
、
必
要
が
あ

れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

必
要
で
あ
れ
ば
対
応
す
る

A

動   画
4:14:48

足
立 

淑
絵  

議
員

喜
働中

学
校
給
食
の
実
施
方
式
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
方

式
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
公
共
交
通
の
接
続
拠
点
で

あ
る
桔
梗
が
丘
駅
前
に
多
目
的
・
多
用
途
の
給
食
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
駅
前
の
活
性
化
を
図

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
建
設
予
定
地
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
は

Q給
食
セ
ン
タ
ー
は
建
築
基
準
法
に
お
け
る
工
場
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
桔
梗
が
丘
駅
前
は
民

有
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
は
困
難
と
思
わ
れ

る
。
本
市
と
し
て
は
、
用
地
取
得
費
の
か
か
ら
な
い

公
共
用
地
で
の
建
設
を
考
え
て
い
る
。

公
共
用
地
で
検
討
し
て
い
る

A

1
日
目
（
3
月
6
日
）

2
日
目
（
3
月
7
日
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ー
タ
の
積
極
的
な
活
用
は
、
行
政
運
営

の
効
率
化
や
市
民
の
利
便
性
向
上
の
実
現
だ
け
で
な

く
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
社
会
の
様
々
な
課
題
の

解
決
や
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や
価
値
の
創
造
が
期
待

さ
れ
る
。
名
張
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
お
い
て
も
デ
ジ

タ
ル
で
の
新
た
な
価
値
の
創
造
を
掲
げ
て
い
る
。
今

後
は
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
、
個
人
情

報
を
守
り
な
が
ら
環
境
整
備
を
進
め
る
。

※

※名張市DX推進計画…行政の効率化を図るとともに、市民の生活をより良いものへと変革させ、新しい価値を創造するまちへ進化するために、名張市が策定した計画で、デジタ
ル社会の実現に向けた取組を推進することとしている。

動   画
3:10:19

動   画
4:10:11
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掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、議会広報特別委員会が編集しています。

常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

コ
ロ
ナ
禍
で
市
立
図
書
館
で
は
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
た
が
、

3
年
間
の
利
用
状
況
の
変
化
と
今
後
の
取
組
を
問

う
。 コ

ロ
ナ
禍
を
経
た
図
書
館
運
営

Q令
和
３
年
度
の
入
館
者
数
は
、
約
11
万
人
と
平
成
29

年
度
に
比
べ
59
・
2
％
減
少
し
た
。
年
代
別
利
用
率

で
最
も
低
い
の
は
、
16
歳
か
ら
29
歳
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ

ル
ト
で
4.3
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
世
代
の
利
用
促

進
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
や
縮
減
・
縮
小
し
て
い
た
取
組
も
徐
々
に
再
開

し
て
い
る
。
今
後
、
新
た
な
取
組
で
入
館
者
の
拡
大

に
努
め
る
。

今
後
入
館
者
の
拡
大
に
努
め
る

A

柏 

元
三  

議
員

自
由
ク
ラ
ブ

市
民
は
、
市
立
病
院
を
独
立
行
政
法
人
化
す
る
と
、

業
績
優
先
経
営
に
な
り
、
市
民
へ
の
貢
献
が
後
回
し

に
な
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
総
務
省
資
料
に
よ

る
と
、
独
法
化
し
た
同
規
模
・
類
似
病
院
の
医
業
収

益
は
名
張
市
立
病
院
よ
り
低
く
、
入
院
患
者
と
外
来

患
者
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
市
民
の
病
院
離
れ

な
ど
市
民
へ
の
影
響
は
審
議
し
た
か
。

病
院
独
法
化
と
市
民
へ
の
影
響

Q独
法
化
し
た
病
院
の
医
師
の
「
独
法
化
に
よ
り
職
員

の
目
の
輝
き
が
変
わ
っ
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

上
が
り
、
市
民
か
ら
感
謝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

と
い
う
説
明
を
参
考
に
在
り
方
検
討
委
員
会
で
審
議

し
た
。 独

法
化
病
院
医
師
の
話
を
参
考

A

動   画
3:10:07

動   画
0:10:35

坂
本 

直
司 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

障
害
者
を
雇
用
す
る
特
例
子
会
社
や
農
業
法
人
な

ど
が
耕
作
放
棄
地
を
活
用
す
る
農
福
連
携
に
よ
っ

て
、
農
地
が
放
棄
さ
れ
ず
保
全
さ
れ
る
よ
う
求
め

る
。 農

福
連
携
に
よ
る
農
地
の
保
全

Q市
内
の
耕
作
放
棄
地
は
、
令
和
4
年
度
で
78
・
3
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
、
今
後
も
増
加
の
予
想
を
し
て
い

る
。名
張
市
障
害
者
ア
グ
リ
雇
用
推
進
協
議
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
農
業
に
特
化
し
た
特
例
子
会
社
の
誘
致
を

働
き
か
け
た
こ
と
も
あ
る
が
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
障
害
者
の
就
労
、
農
地
の
活
用
双
方
か

ら
有
効
な
手
段
で
あ
る
た
め
、
遊
休
農
地
の
把
握
に

努
め
、
現
在
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
る
。

特
例
子
会
社
の
誘
致
に
至
ら
ず

A

動   画
1:10:15

細
矢 

一
宏  
議
員

公
明
党

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
北
川
市
政
の

最
重
要
施
策
と
認
識
す
る
。
市
民
と
市
外
の
方
で
は

求
め
る
内
容
が
異
な
る
が
、ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

効
率
的
、
持
続
的
に
推
進
す
る
た
め
、
計
画
や
条
例

制
定
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

Q何
を
伝
え
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
す
る
か
は
市

民
向
け
、
市
外
向
け
で
異
な
る
が
、
本
市
に
活
気
と

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
に
す
る
と

い
う
目
的
は
同
じ
と
考
え
る
。
早
急
に
目
標
も
含
め

て
戦
略
を
策
定
す
る
。
条
例
化
に
つ
い
て
は
、
中
長

期
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
効
果
的
で
あ
り
、
研
究

を
進
め
る
。

今
後
推
進
戦
略
を
策
定

A

動   画
4:10:11

　

▼令和4年度名張市一般会計補正予算（第10号）について　▼令和4年度名張市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第2号）について　▼令和
4年度名張市東山墓園造成事業特別会計補正予算（第3号）について　▼令和4年度名張市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について　▼令和4
年度名張市介護保険特別会計補正予算（第3号）について　▼令和4年度名張市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）について　▼令和4年度名
張市病院事業会計補正予算（第2号）について　▼令和4年度名張市水道事業会計補正予算（第1号）について　▼令和4年度名張市下水道事業会計補
正予算（第1号）について　▼令和5年度名張市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について　▼令和5年度名張市東山墓園造成事業特別会計予算に
ついて　▼令和5年度名張市国津財産区特別会計予算について　▼令和5年度名張市病院事業会計予算について　▼令和5年度名張市水道事業会計予算
について　▼令和5年度名張市下水道事業会計予算について　▼名張市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について　▼名張市特定教育・保
育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について　▼名張市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について　▼名張市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について　▼名張市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について　▼名張市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について　▼市道路線の認定について　▼市道路線の変更について　▼令和5年度名張市一般会計補正予算（第1号）について　▼教育長の任命
につき同意を求めることについて　▼監査委員の選任につき同意を求めることについて　▼教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　
▼固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて　▼人権擁護委員の推薦について

表決が
分かれた
議案等

令和 5年 3月定例会　議決結果

全会一致で
可決

   ○は賛成した議員   

　×は賛成しなかった議員

　※福田議長は採決に加わ

りません。

【議員提出議案】 ▼名張市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について　

木
平

三
原

阪
本

足
立 柏川
合

細
矢
吉
住

永
岡

坂
本
常
俊

山
下

会　派 喜働 公明党清風クラブ

◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯◯

無会派

○

自由クラブ
小
林

○

富
田

× ○

幸
松

藤
川

日本共産党

○ ○
○ ○

令和５年度名張市一般会計予算
について
令和５年度名張市国民健康保険
特別会計予算について

議員名

○ ×

令和５年度名張市介護保険
特別会計予算について

令和５年度名張市後期高齢者医療
特別会計予算について
新しい名張市総合計画
「なばり新時代戦略」の策定について ×

× ×
× ×

◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯◯○ ○ ○○ ○○
◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯◯○ ○ ○○ ○○

○ ○ ◯○ ○ ○ ◯◯ ◯◯ ◯◯○

× ×

○ ○

◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯◯○ ○○ ○

令和5年度名張市一般会計予算に
対する修正動議 ○ ◯◯×× × × × × × × × × × × ×

3
日
目
（
3
月
8
日
）


